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今回の調査地点
（第８次調査）
今回の調査地点
（第８次調査）

史跡指定範囲史跡指定範囲

図１　日本古代銭貨の変遷と周防鋳銭司で生産した銭貨
（山口大学作成図に加筆）

図２　史跡周防鋳銭司跡での発掘調査地点
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　図３　史跡周防鋳銭司跡第８次調査区と周辺遺構
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⑤ヤスリがけして形を整える ⑥できあがり！

図４　身舎・廂と屋根の構造
（文化庁『発掘調査の手引き』を改変）

図５　古代のお金づくり（イメージ）
（奈良文化財研究所ほか編 2002『飛鳥・藤原京展』を参考に作図）
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